
新
会
員
十
二
人
を
迎
え
て

光
寿
会
の
平
成
二
十
四
年
度
ス
タ
ー
ト

平
成
二
十
四
年
度
光
寿
会
定
期
総
会
が
、
三
月
十
日

い
か
る
ぎ
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
八

田
嵩
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
役
員
の
方
々
が
二
年
目
で

留
任
さ
れ
た
ほ
か
、
新
た
に
十
二
人
の
新
会
員
を
迎
え
、

県
内
随
一
の
加
入
率
を
誇
る
光
寿
会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
平
成
二
十
四
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
新
役
員
・
新
会
員
は
別
記
の
通
り
で
す
。

総
会
で
は
二
十
三
年
度
事
業
・
決
算
が
承
認
さ
れ
た
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あ
と
、
慶
弔
費
十
六
万
円

な
ど
総
額
五
十
七
万
円
の

二
十
四
年
度
予
算
と
事
業

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
事
業
で
は
、
日

帰
り
お
楽
し
み
会
（
六
月
）
、

秋
の
一
泊
旅
行
（
十
月
）
ペ

タ
ン
ク
大
会
（
九
月
）
な
ど

の
ほ
か
、
月
刊
広
報
刊
行
、

生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
「
ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
」

な
ど
の
事
業
が
継
続
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
則
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
毎
年
度
の

予
算
の
執
行
状
況
に
合
わ

せ
て
定
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
年
会
費
を
、
年
額

二
千
五
百
円
、
同
一
家
族

三
人
以
上
の
三
人
目
か
ら

と
満
八
十
八
歳
以
上
の
会

員
は
千
円
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

総
会
後
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、
砺
波
警
察
署
生
活

安
全
課
の
玉
井
均
警
部
補
の
「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
に
」
と

題
す
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
詐
欺
の
手
口
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、
県

内
で
も
年
間
二
千
万
円
以
上
に
上
る

と
い
う
詐
欺
の
被
害
防
止
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
懇
親
会
に
移
り
二
時
間
あ

ま
り
和
や
か
に
歓
談
し
、
お
わ
り
に

林
孝
一
元
会
長
の
発
声
で
高
ら
か
に

万
歳
三
唱
を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

季

節

の

う

た

農
捨
て
ぬ
顔
の
揃
い
て
花
見
酒林

香
月
子

お
花
見
昼
食
会

お
花
見
昼
食
会

や
ま
ぶ
き
荘

会
費
千
五
百
円

日程など詳細は申
込み用紙付きチラ
シご覧ください

平
成
二
十
四
年
度

光
寿
会
役
員

顧
問

北
條

蘇
春

会
長

八
田

嵩

副
会
長

齋
藤
太
佐
雄

林

邦
子

庶
務

八
田

誓
治

会
計

山
崎

悦
男

役
員坂

東

齋
藤
太
佐
雄

宮
下
美
智
子

西
川
原

林

敬
子

北

明

林

勝
正

林

時
子

正

覚

林

節
子

八
田

誓
治

川

原

山
崎

悦
男

林

邦
子

善

導

林

紘

林

敏
子

公
文
名

林

要
矩

林

年
春

林

祥
子

監
事

武
部

幹
夫

板
東

国
香

平
成
二
十
四
年
度

光
寿
会
新
入
会
員

坂

東

坂
東

玲
子

北

明

小
森

兼
重

三
門
明
宏
史

林

弘
美

正

覚

林

英
明

八
田

正
晴

川

原

中
神

政
子

善

導

林

秀
治

八
田
美
根
子

公
文
名

林

好
則

串
田

克
博

林

晴
江
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蓮
如
上
人

し
の
び

御
忌
法
会

御
忌
の
法
要
が

三
月
十
一
日
九
時

半
よ
り
い
か
る
ぎ

館
に
お
い
て
営
ま

れ
ま
し
た
。
地
区

民
約
四
十
五
人
が

参
加
、
西
慶
寺
、

常
称
寺
、
南
桂
寺

各
住
職
さ
ん
と
と

も
に
一
同
で
正
信

偈
を
お
唱
え
し
ま

し
た
。
続
い
て
永

年
の
慣
例
と
な
っ

て
い
る
東
本
願
寺

二
十
世
達
如
上
人

の
御
消
息
が
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
万
延
元
年

五
月
に
上
人
が
宮

中
に
参
内
し
、
紫

衣
の
着
用
を
勅
許

さ
れ
た
の
を
機
に
、

各
地
の
講
中
に
対

し
て
改
め
て
弥
陀

の
本
願
を
説
き
聞

か
せ
た
も
の
で
す
。

そ
の
あ
と
南
桂

寺
さ
ん
の
法
話
が

あ
り
ま
し
た
。
午

後
は
男
性
物
故
者

の
法
要
が
営
ま
れ
、

た
ま
た
ま
当
日
が

東
日
本
大
震
災
一

周
年
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
災

２４／０３／１１

害
で
の
多

く
の
死

者
へ
の
弔

意
も
あ

わ
せ
て

冥
福
を

祈
り
ま

し
た
。

当
日

在
り
し

日
の
遺
徳
を
し
の
び
供
養
し
た
方

々
は
次
の
通
り
で
す
。

林

薫
様

(

釈
至
誠)

荒
木
鐵
夫
様

(

釈
聞
一)

八
田
駿
一
様

(

香
雲
院
釈
駿
恵)

島

秀
男
様

(

釈
秀

)

。

そ
の
後
、
西
慶
寺
さ
ん
、
常
称

寺
さ
ん
の
法
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
な
お
、
今
回
の
当
番
は
西
川

原
常
会
の
方
々
で
し
た
。
お
世
話

様
で
し
た
。

今月は三月恒例のスカッ
ト大会の第五回目、懐かし
い歌を歌う会などが行れま

した。スカットの大会では三門明明子さんが第二回大会
についで二度目の優勝、高畠夏子さんが二位、坂東泰
子さんが三位を獲得されました。歌の会では「ほととぎ
す」「浜辺の歌」など、昔、口ずさんだことのある懐か
しい歌や、「北国の春」
などなじみの歌を、坂東国
香さんや武部由美子さんの
リードで、みんなで楽しく
歌いました。また、三門明
外二さんから、厳照寺の法
話の会での布教使のお話
が紹介されました。
午後は阿弥陀経の朗誦

と仏説観無量寿経の書写
の第十二回目を行いまし
た。

鵤 木
い か る ぎ

四
月
四
日
（
水
）
か
ら
毎
週
水
・
土
曜
日
の

午
後
一
時
半
よ
り

練
習
開
始

参
加
自
由
で
す
。
仲
間
と
共
に
気
軽
に

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
三
年
度
物
故
会
員

(

享
年
は
数
え
年)

瀬
成

瑛
子

様

善

導

平
成
二
十
三
年
四
月
三
日

七
十
四
歳

八
田

芳
子

様

北

明

平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

九
十
二
歳

島

秀
男

様

公
文
名

平
成
二
十
三
年
五
月
三
日

六
十
六
歳

八
田

駿
一

様

正

覚

平
成
二
十
三
年
五
月
八
日

八
十
九
歳

斎
藤

好
子

様

川

原

平
成
二
十
三
年
六
月
七
日

八
十

歳

荒
木

鐵
夫

様

善

導

平
成
二
十
三
年
六
月
十
七
日

八
十
九
歳

林

薫

様

川

原

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

七
十
九
歳

八
田
き
み
子

様

正

覚

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
日

九
十

歳

八
田

隆
昌

様

北

明

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

八
十
四
歳

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

春
の
選
抜
高
校
野
球
が
は
じ
ま
り
、
高
校
球

児
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
今
大
会

の
選
手
宣
誓
は
震
災
の
被
災
地
か
ら
二
十
一
世
紀

枠
で
出
場
し
た
石
巻
工
業
高
校
の
阿
部
翔
人
主
将

で
し
た
。
石
巻
は
津
波
被
害
の
真
ん
真
ん
中
。
地

元
で
「
石
工
」
と
親
し
ま
れ
る
石
巻
工
も
校
舎
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
水
浸
し
に
な
り
地
盤
も
沈
下
し
練

習
も
ま
ま
な
ら
ず
、
大
阪
に
来
て
か
ら
練
習
試
合
な
ど
を

こ
な
し
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

開
会
式
で
阿
部
主
将
は

「
日
本
中
に
届
け
ま
す
。
感

動
、
勇
気
、
そ
し
て
笑
顔
。
見
せ
ま
し
ょ
う
！
日
本
の
底

力
、
絆
を
。
我
々
高
校
球
児
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は

全
力
で
戦
い
抜
き
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
で

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
選
手
全
員
が
智
恵
を

出
し
合
っ
て
作
っ
た
宣
誓
文
で
し
た
。

高
校
球
児
た
ち
の
こ
の
清
々
し
い
姿
に
比
べ
、
絆
ど
こ

ろ
か
互
い
に
足
を
引
っ
張
り
合
い
な
が
ら
不
毛
の
論
議
を

繰
り
返
し,

決
断
を
先
送
り
し
て
い
る
政
治
家
た
ち
の
姿

を
見
る
と
、
政
治
へ
の
不
信
感
は
ま
す
ま
す
募
る
ば
か
り

で
す
。
「
我
々
政
治
家
に
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
…

」

国
民
に
対
し
て
選
手
宣
誓
な
ら
ぬ
議
員
宣
誓
を
聞
か
せ
て

欲
し
い
も
の
で
す
。




